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　1975 年 10 月，丹那菱形基線の改測が実施された。この菱形基線の測定は 1969，1970 年の

2 回行なわれており，今回は 3 回目の測定である。この菱形基線の位置は，さいきん検出され

た伊豆半島北部の地殼歪の大きい地域 1 ）に属している（ 第 1 図参照 ）。

　各辺の測定結果を第 1 表に示す。第 2 図は各端点の変位ベクトル，各三角形の歪などを示す。

　丹那菱形基線を含む二等三角形については，主軸の圧縮軸の方位は約 145°で，1931 年～

1973 年間の最大せん断歪蓄積は 4.7 × 10－ 5 である。菱形基線全域についての 1970 ～ 1975 年間の

最大せん断歪蓄積は 1.2 × 10 － 5 であり，圧縮軸の方位は 133°である。ふたつの結果より，この

付近には定常的に北北西－南南東のむきに圧縮の力，これと直交する向きに伸長の力がかかっ

ており，しかも圧縮力が卓越していること，また測定の精度を考えるとき断定はできないにし

ても，過去 40 年間の平均歪蓄積速度よりも最近 5 年間の平均歪蓄積速度がより大きいように

みえること，などがわかる。

　丹那断層は，日本の交通の大動脈である新幹線・東海道線がとおっている。断層ぞいの歪蓄

積が観測されたので，今後も定期的にくり返し測量を実施していく必要があろう。
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第 1 表　丹那菱形基線の測定結果
Table 1　Results of side length mesurement in Tanna Rhombus Base Line.

第 1 図　丹那菱形基線の位置
Fig. 1　Location of Tanna Rhombus Base Line.
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第 2 図　丹那菱形基線の変動
Fig. 2　Crustal deformation in Tanna Rhombus Base Line.
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